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≪建物概要≫
発 注 者：学校法人　エリザベト音楽大学
所 在 地：広島県広島市中区幟町4-15
設計監理：清水建設株式会社広島支店一級建築士事務所
施 工 者：清水建設株式会社広島支店
工　　期：2015年8月～2016年8月
構造規模：ＲＣ造一部S造/6階建て
敷地面積：4,893.10㎡
建築面積：309.02㎡
延床面積：1834.02㎡
■設計内容
　エリザベト音楽大学は、戦後間もない昭和 22 年に「焦土
と化した広島の人々の心を癒したい。」と願うベルギー人神
父ゴーセンスが、小さな音楽塾を開設したことを起源としま
す。計画は大学創立 70 周年事業としての、旧耐震既存校舎
建替です。建物は、カトリシズム（＝普遍性）の精神に基づ
き、生徒一人ひとりを大切に教育する場として、また地方都
市に存在する音楽芸術の教育機関として、音楽による地域文
化向上への貢献を目指しました。
　建築の特徴は、エリザベト音楽大学ならではの表現を用い
たガラスのファサードと、そこに面する動線空間としての階
段室です。ガラスには大学が創設以来、研究・教育を続けて
きた伝統的なローマ式典礼聖歌「グレゴリオ聖歌」の特徴的
な楽譜を、セラミック印刷により全面に施しました。ファ
サード背後の壁面には、カトリック教会の祭服 6色を各階に
配し、行動標語など教育理念や大学の教えを示しました。学
生、及び地域の人々、音楽教室に通う子供たちが、日々大学
の教えに学び、想いに触れます。音楽による、学生の成長と
地域社会とのつながりへの願いを形にしました。

周囲の既存校舎を使いなが
ら、限られた施工条件の中で
の工事でした。大学の行事ス
ケジュールに配慮しつつ、構
内外の動線と安全を確保し、
無事に竣工させることができ
ました。� （田村）

大学の特色であるカトリシズ
ムとグレゴリオ聖歌をモチー
フにファサードを構成しまし
た。学生や地域の人々が、音
楽を介してつながることがで
きる、地域のシンボルとなる
ような建築を目指しました。
� （石川）

エリザベト音楽大学3号館
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設計担当者
左より：伊藤（電気）、森川（意匠）、石川（意匠）、山田（設備）、齋藤（構造）

お客様

施工担当者　田村工事長 営業担当者　池松

今月の表紙
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あけましておめでとうございます。

協会員の皆様におかれましては、新年を健や

かに迎えられましたことを心よりお慶び申し上

げます。

本協会は、昭和52年に社団法人化し、今年で

設立40周年を迎えます。さらに、県内で初めて

の耐震評価委員会が協会内に設立されて20周年

という記念すべき年でもあります。これもひと

えに、これまで協会を支えていただいた協会員

や関係者の皆様方のご尽力の賜物と深く感謝申

し上げます。

さて、節目の年を迎えるにあたり、昨年７月

に周年事業実行委員会を設立し様々な記念事業

を企画しています。記念事業テーマを「次世代

のひと、まちづくり」とし、これからの建築士

事務所や協会のあり方を考える契機としたいと

考えています。

その記念事業の概要をご紹介させていただき

ますと、優れた建築等作品を設計した建築士事

務所を表彰する「ひろしま建築文化賞」を記念

事業として既に実施中で、多くの応募をいただ

いております。また、２月22日（水）には「建

築士事務所とつくるこだわりの建築展」を広島

市基町シャレオ中央広場で開催します。より多

くの一般市民の皆様方にご来場いただき、建

築士事務所の役割や職能を知ってもらえればと

思っています。また、５月26日（金）には、

リーガロイヤルホテル広島において、「現代世界

建築が語る未来」と題し、建築ジャーナリスト

の淵上正幸氏の講演会を開催します。協会員は

もとより、学生や建築に興味のある一般の方々

にも参加いただき、建築や建築士事務所への理

解を深めていただきたいと考えています。そし

て講演会に引き続き、これまで協会の事業に発

展に多大なご支援ご協力をいただいた関係者の

方々をお招きして、式典・祝宴を開催します。

また併せて、記念誌の発刊も行います。協会員

の皆様方には、この機会に各記念事業への多数

のご参加をお願いいたします。

今年は、これからの10年間に向けてのスター

トの年であります。設計・監理のプロフェッ

ショナル集団としての社会的役割を果たす中

で、一般の方々の更なる信頼の獲得や建築士事

務所の地位向上に努めてまいりたいと考えてい

ます。今年も引き続き、協会へのご支援ご協力

をよろしくお願いいたしますとともに、皆様方

のご健勝を祈念いたしまして、新年のごあいさ

つといたします。

法人設立40周年を迎えて

～次世代のひと、まちづくり～

（一社）広島県建築士事務所協会 会　長 小 西 郁 吉
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年頭にあたり謹んで新年のご挨拶を申し上げ
ます。一般社団法人広島県建築士事務所協会の
皆様方におかれましては健やかに新しい年をお
迎えになりましたことをお慶び申し上げます。
また旧年中には大変貴重なご指導を賜りました
ことを厚く御礼申し上げます。

外務大臣に就任して四年が経ちました。平成
二十四年十二月二十六日が就任日ですから、随
分前のことのように思いますし、また同時に時
が経つのは早いものだと感じているところです。

今年の一月五日でついに大平正芳外務大臣の
在任期間を抜いて、戦後歴代二位の在任期間と
なりました。一位は総理大臣兼任期間が長い吉
田茂総理であり、また間が途切れることなく連
続しての在任期間となると私が戦後一位になり
ます。

昨年はまさに「広島Year」と呼ぶに相応しい
一年でした。四月に開催されたＧ７広島外相会
合、五月のオバマ米国大統領の広島訪問、そし
て広島東洋カープの25年ぶりのセ・リーグ優勝
など、一年を通して日本中、世界中から注目さ
れる一年でした。

私自身、四月のＧ７広島外相会合では議長と
して会合をリードし、アメリカ・イギリス・フ
ランス・ドイツ・イタリア・カナダ、そしてＥ
Ｕ外相の計８人で広島平和記念公園において献
花を行い、原爆資料館を視察し、そして原爆
ドームをたもとまで歩いて間近で見てもらいま
した。

またオバマ大統領の広島訪問の際には、原爆
ドームの説明を致しました。「核兵器のない世界

を目指す」この目標を多くの国が共有していま
す。そして私は四年以上外務大臣を務めてきた
中で、核兵器国と非核兵器国の協力なくして結
果を出すことはできないと確信する場面に多々
直面してきました。この現実の中で具体的に結
果を出すために、今後とも信念や立場を貫いて
取り組んで参りたいと思います。

この他にも昨年は、北朝鮮の核開発問題や、
世界的なテロの問題、イギリスのＥＵ脱退問題
などありましたし、またアメリカではトランプ
氏が次期大統領に就任する見込みとなりまし
た。いま世界は大きく変化しようとしていま
す。しかし安倍総理がいち早くトランプ氏と会
い信頼構築に努めましたし、ロシアとは昨年末
に私がロシアを訪問し、プーチン大統領も日本
に訪れ、より一層の日露関係の前進に繋がりま
した。これからも地球儀を俯瞰する外交をより
推進し、国際社会への責任を果たし、日本の発
信力と影響力の強化に努めて参りたいと思いま
す。

日本外交には様々な課題がありますが、大事
なのは国民の皆様の御理解を得ながら応援して
頂き、外交を進めていくことです。外務大臣と
してこの点を心からお願いしたいと存じます。

今年も国の内外で多くの出来事があると思い
ますが、引き続き広島県建築士事務所協会の皆
様方のご指導ご鞭撻を賜りますようお願い申し
上げ、今年一年が広島県建築士事務所協会の皆
様方にとりまして良き年となりますよう、ご健
康ご健勝をお祈り致しまして、新年のご挨拶と
致します。

年 頭 所 感

外務大臣 岸 田 文 雄
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新年明けましておめでとうございます。
一般社団法人広島県建築士事務所協会の皆様

方には、日頃より国土交通行政、とりわけ建築
分野の推進にあたり、ご理解とご協力を賜り、
厚くお礼申し上げます。また、昨年４月の熊本
地震、10月の鳥取県中部地震に際しましては、
貴協会からも多数の応急危険度判定士を被災地
へ派遣していただき、改めて感謝申し上げます。

中国地方整備局建政部では、建設業・不動産
業等の健全な発展や、地域の魅力を活かしたま
ちづくり・住まいづくりの推進に取り組んでお
りますが、その中で、建築士、指定確認検査機
関等に関する事務を実施しており、建築行政の
一翼を担っております。

さて、昨年を振り返りますと、冒頭に申し上
げました熊本地震や鳥取県中部地震の発生によ
り、改めて建築物の安全性について関心が高
まった１年であったと思います。平成25年に改
正された「建築物の耐震改修の促進に関する法
律」を軸として、本年も引き続き、耐震化の促
進に取り組んでまいります。

昨年６月には、平成26年に改正された「建築
基準法」のうち「定期調査・検査報告制度」に
ついても施行され、建築基準制度の実効性の向
上が図られたところです。

また、平成27年に公布された「建築物のエネ
ルギー消費性能の向上に関する法律」について
は、昨年４月に誘導的措置等が施行されました
が、本年４月には、一定規模以上の非住宅建築
物の新築等を行う際の「省エネ基準適合義務・
適合性判定」、一定規模以上の建築物の新築、増

築に係る計画の所管行政庁への「届出」、住宅事
業建築主が新築する一戸建て住宅に対する「住
宅トップランナー制度」といった規制的措置の
施行が予定されております。

住宅政策については、少子高齢化・人口減少
社会を正面から受け止めて、新たな住宅政策の
方向性を提示すべく、今後10年間の課題に対応
した新たな目標を盛り込んだ「住生活基本計
画」が昨年３月に閣議決定されました。この中
でも、「住宅ストックからの視点」として、既存
住宅の資産価値の維持・向上や安全で質の高い
住宅ストックへの更新、空き家対策の推進など
建築分野と密接に関わる内容が目標として含ま
れております。

官庁営繕の分野では、防災拠点となる官庁施
設の耐震改修など、安全・安心の確保に努める
とともに、品確法改正の趣旨を踏まえ、地方公
共団体との情報共有をより一層進めるなど、公
共建築工事の発注者間の協力・連携を強化して
まいります。

この他、整備局では、本年も引き続き、まち
の再生・にぎわいの復活や、安全・安心なまち
づくり・住まいづくり、景観・歴史を活かした
まちづくりといった地方公共団体の取組を総合
的に支援してまいります。

最後になりますが、引き続き皆様のご支援と
ご協力をお願いするとともに、貴協会のますま
すのご発展と、会員の皆様のご健勝、ご活躍を
心から祈念いたしまして、年頭の挨拶とさせて
いただきます。

平成 29年　年頭所感

国土交通省中国地方整備局
建政部長 笠 谷 雅 也
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新年明けましておめでとうございます。

広島県建築士事務所協会の会員の皆様には、

すがすがしく新春をお迎えのことと、心からお

慶び申し上げます。

平素から、建築物の安全性確保や質の向上、

また、建築士法に基づく指定事務所登録機関と

しての事務などに多大な御貢献・御協力をいた

だき、厚く御礼を申し上げます。

また、昨年は、４月の熊本地震に関して、現

地での被災建築物応急危険度判定活動に御協

力、御支援をいただき、重ねて御礼を申し上げ

ます。

さて、本県では、平成27年に「ひろしま未来

チャレンジビジョン」を改定し、新たに「仕事

でチャレンジ！暮らしをエンジョイ！活気あふ

れる広島県」を目指す姿に設定し、「仕事も暮ら

しも。欲張りなライフスタイルの実現」に向け

た挑戦を推し進めているところです。

建築行政においては、暮らしに直結した生活

基盤を支える「安心な暮らしづくり」の政策分

野に関して、昨年３月、広島県耐震改修促進計

画の第２期計画を策定し、大規模建築物や防災

業務等の中心となる建築物、広域緊急輸送道路

沿道建築物について重点的に耐震化に取り組む

こととし、これらの建築物に対する補助制度を

創設したところです。

また、昨年６月には、平成26年改正建築基準

法のうち、定期報告制度の見直しに係る部分が

施行され、対象となる建築物や設備の範囲が拡

大されたところです。県としては、関係機関と

連携し、この制度の適切な運用を図ることで、

福山ホテル火災や流川ビル火災のような事故の

再発防止に取り組んで参ります。

今年の４月からは、「建築物のエネルギー消費

性能の向上に関する法律」のうち、一定規模以

上の建築物の建築物エネルギー消費性能基準へ

の適合を義務付けるための規制措置を定めた部

分などが施行され、地球温暖化防止への取組も

強化されます。

県としては、建築物の安全・安心や質の向上

への施策を積極的に推進し、「広島に生まれ、育

ち、住み、働いて良かったと心から思える広島

県」の実現に努めて参りますので、皆様におか

れましても、更なる御支援と御協力を賜ります

よう、お願い申し上げます。

最後になりましたが、新年の門出に当たり、

広島県建築士事務所協会のますますの御発展と

皆様の御健勝、御多幸を祈念いたしまして、年

頭の御挨拶といたします。

年 頭 の 御 挨 拶

広島県都市建築技術審議官
石 岡 輝 久
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新しい年を迎え、謹んで新年の御挨拶を申し
上げます。

広島県建築士事務所協会の皆様方には、平素
から本市の建築行政の推進に当たりまして、御
理解と御協力を賜り、厚くお礼を申し上げます。

平成26年８月に本市で発生した土砂災害、昨
年４月の熊本地震、さらには昨年10月の鳥取県
中部地震などを踏まえ、近年、市民の誰もが安
全・安心に暮らせるまちの実現が非常に重要な
課題となっております。そのため本市では、安
全・安心なまちづくりに向けた各種施策に積極
的に取り組んでいます。

まず、地震対策ですが、本市では、これまで
耐震改修促進法に基づき、平成21年３月に、計
画期間を平成27年度までとする「広島市建築物
耐震改修促進計画」を策定し取り組んできまし
た。昨年４月には、平成32年度までを新たな計
画期間とする第２期計画を策定し、特に、民間
の耐震診断が義務付けられた、病院、ホテルな
ど不特定多数の者が利用する大規模な建築物
や、地震時の市民の安全や緊急輸送道路の機能
確保を図るための避難路等の沿道の建築物につ
いて、耐震改修や耐震診断の補助制度を創設す
るなど、計画期間内に、重点的に耐震化の促進
を図ってまいります。

土砂災害に対する安全対策としては、平成27
年７月から、土砂災害特別警戒区域等にある危
険な住宅を対象に、区域外への移転費用の一部
や土砂災害対策改修費用の一部の補助などを実
施しています。今後も引き続き、こうした補助
制度の活用により、市民の安全・安心な居住の

確保を図るように努めてまいります。
また、建築物の防火安全対策については、平

成27年10月に中区流川町で発生した飲食店火災
を踏まえ、防火安全対策を推進するため、消防
局及び建築部局並びに許認可部局で構成する
「広島市建築物防火安全対策に関する連絡会
議」を昨年３月に設置し、許認可に係る申請時
等の機会を捉えた申請者等に対する意識啓発、
申請内容等の情報共有化による相談対応や指
導、３局における違反建築物等の相互通報や合
同立入検査による指導などについて取り組んで
います。

さらに、空き家対策についてですが、平成26
年11月に空家等対策の推進に関する特別措置法
が成立し、平成27年５月に同法が全面施行と
なったことを受け、平成27年度に空き家の実態
調査を行いました。この調査結果等を踏まえ、
空き家の適切な管理や活用等に関する取組方針
や具体的な施策等を示す「広島市空家等対策計
画」を本年度内に策定し、空き家対策に取り組
んでまいります。

こうした取組を実のあるものにするために
は、都市づくりの一翼を担う広島県建築士事務
所協会の皆様との連携・協力が不可欠であり、
より一層の御協力と御支援を賜りますようお願
い申し上げます。

最後に、貴協会のますますの御発展と会員の
皆様方の御活躍と御健康を心から祈念いたしま
して、新年の御挨拶といたします。

新 年 挨 拶

広島市都市整備局
指導担当局長 香 川 寛 治
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広島県建築士事務所協会の皆様、新年明けま
しておめでとうございます。昨年は、広島県建
築士会へのご支援、ご協力をいただき感謝申し
上げます。本年、平成29年は、法人設立40周年
を迎えられ、重ねてお祝い申し上げます。本年
も何卒よろしくお願いを申し上げます。

広島県建築士会は、会員への情報提供や研修、
交流や親睦などの行事の活動はもとより、広く
全ての建築士の自律的管理や建築の職能につい
ての情報開示する責務や、建築の創られ方や、
あり方についても専門領域から責任ある情報発
信を行うなどの公益的活動にも力点を置いてま
いりました。

今日の社会状況の中で、私達は大きな変化転
換期に置かれていると思います。少子高齢化、
経済の低迷などが引き起こす技術者不足、労
働者人口の減少など多くの問題を抱えています。
これらの構造的変化は都市型社会の進行による
ものと思われますが、新たな問題に対応する事
を、個人、地域社会、団体などあらゆる立場で、
それらに対応する事を迫られています。

そうした中で私たち建築士は、技術力の向上
を図り、技術者の養成などに努めて、少しでも
住みやすいまちづくりやコミュニティの維持再
編に努力し、社会への貢献を果たさなければな
らないと考えています。

建築士会では、今後、まちづくり活動のあり
方について、防災／歴史（景観）／福祉／街中ま
ちづくりなど、連合会でも検討を進め、一部は県
内でも実践を果たしている処です。今後取り組ま
なければならない事として、まちづくり関係建築
士等の人材養成、自治体へのまちづくりに関する
協力や情報の収集、改革提言など、自治体と共同
して連携を図り、まちづくり協力協定業務の受託、
まちづくり関係建築士に対する支援などの活動も
期待される処です。広島県建築士会もすでに取組
中の処もありますが、国の施策と連動しながら、
今後の社会づくりの為に大きな目標としていく事
が強く求められています。

建築もスクラップアンドビルドから、建築を地
域の資産と考え、今後ストック（今あるもの）を
活用する取り組みが必要となりますし、長寿命型

への対応も不可欠となります。それらの為に、空
家対策や既存住宅インスペクションの推進と、ヘ
リテージマネージャーの養成、防災では、災害時
現地派遣技術者の確保、又、自治体と協力協定の
推進や監理技術者の養成などへの取組みを益々推
し進めてまいらねばなりません。

新たな建築への対応として、住宅の省エネル
ギー基準の対策により、環境に配慮した住まいづ
くりの為の技術者の育成を進めてまいります。又、
環境に優しい木質化の推進なども行政と建築関係
団体と一丸となって取り組んでまいります。

熊本を中心に発生した地震のほか、各地の災
害で被災された方々に心よりお見舞いを申し上
げ、１日も早い復興を願っています。この度は
民間で初めて県外に応急危険度判定の派遣があ
り、成果を上げてまいりました。これからもこ
れらの対応が活かされる様取り組まなければな
らないと感じています。

各種講習会や建築士試験の受託に加え、「ひろ
しま住まいづくり支援ネットワーク」「広島県木
造住宅生産体制強化推進協議会」など建築関連
ネットワークの主幹事務局として活動、広島県
で取り組む「魅力ある建築物の創造」に関する
包括的協力、又、広島県内各自治体からの相談
にも応じ、多様な公益的活動に取り組んでまい
ります。

本年は、建築の資質保持の為、建築士全体に
周知を図り、問題意識の共有に努めてゆきたい
と考えています。又今、私達建築に携わる者が
率先して県民と共に構成された社会の一員とし
て、これからの多様な問題解決の為、挑戦する
社会貢献、地域貢献の活動に仲間と手を携えて
活動し、より良い社会づくりに貢献できること
を心から願っています。建築士の皆様はこぞっ
て建築士会会員となって、共に活動して頂けれ
ば、その達成はより早く、より楽しいものにな
る事と思います。

何卒よろしくお願いを申し上げ、ご協力とご
指導を賜ります様お願いし、本年が、皆様に
とって素晴らしい一年となります様念じて、年
頭のごあいさつとします。

新 年 の ご 挨 拶

（公社）広島県建築士会
会　長 元 廣 清 志
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平成29年の年頭に当たり、謹んで新年のご挨

拶を申し上げます。貴協会の皆様には、お健や

かに新年を迎えられたことと、お慶び申し上げ

ます。

さて、昨年も熊本地震や鳥取中部地震、北海

道や東北の台風被害など、全国各地において自

然災害が発生しました。広島市の土砂災害から

も２年余りが経ちましたが、防災・減災対策な

どの国土強靭化のみならず、地方創生の推進、

老朽化する社会資本の維持更新のためにも、継

続的な社会資本整備の推進が求められます。

建設産業は、そうした社会資本整備や維持管

理等を担うとともに、災害発生時における応急

復旧活動など、地域の安全安心を守る使命も

担っています。業界を取り巻く環境も、長年続

いた公共事業の減少に歯止めがかかったもの

の、オリンピック開催を控える東京など大都市

と地方との事業量の地域間格差や大手と中小と

の企業間格差が拡大してきました。特に地域建

設業の経営は技術者・技能者不足や高齢化と

いった構造的な問題もあって、依然として不透

明な状況です。

将来に亘って社会的使命を果たしていくた

めにも、担い手の確保育成が喫緊の課題であ

り、技術と経営に優れる企業が適正な利潤を確

保し、安定した経営を続けていくことが必要で

す。この点を踏まえ、各発注者において適正な

予定価格の設定など改正品確法等に基づく運用

指針の実施や設計労務単価の引き上げ、入札制

度の見直しなどの環境整備が進んでおり、さら

なる官民一体となった取り組みを期待しており

ます。

一方で、労働人口の減少などの社会構造の変

化に合わせて、建設産業自体も変革していくこ

とが求められています。現場における生産性向

上を目的とするICT施工などのi-Construction、

週休二日制の導入や社会保険の加入といった労

働環境の改善など、中長期的な産業再生への取

り組みも行っていかねばなりません。

我が国の社会構造の変化、国際的な政治経済

の変動、地球環境問題の深刻化など、取り巻く

環境は刻々と変化をしています。時代に応じた

良質で安全な社会構築のためにも、これからも

建設産業の果たすべき役割は重要であります。

当協会では本年も貴協会をはじめとする関係

団体の皆様と連携しながら、建設産業の再生・

発展に向けた活動を推進してまいります。皆様

のご指導とご支援をよろしくお願いいたします。

結びに、貴協会のますますのご発展と皆様の

ご健勝とご多幸を祈念し、年頭のご挨拶とさせ

ていただきます。

新 年 の ご 挨 拶

（一社）広島県建設工業協会
会　長 檜 山 典 英
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三　役・理　事・監　事・委員会

会 長 小 西 郁 吉 ㈱小西建築設計事務所

副 会 長 宮　本　樹代久 ㈱宮本都市アークズ

〃 車　田　　　聡 ㈱車田建築設計事務所

〃 衣　笠　准　一 ㈱近代設計コンサルタント

〃 井　川　博　英 清水建設㈱広島支店一級建築士事務所

専 務 理 事 河　原　直　己 （一社）広島県建築士事務所協会

理 事 福　山　雅　也 アクア建築設計㈱

〃 久保井　邦　宏 ㈱アトリエドリーム

〃 加　藤　正　敦 ㈱ＮＴＴファシリティーズ一級建築士事務所中国支店

〃 大　旗　　　祥 大旗連合建築設計㈱

〃 岡　田　文　夫 岡田建築設計事務所

〃 岡　本　　　弘 ㈱カナイ建築構造事務所

〃 豊　田　隆　雄 ㈱Ｋ構造研究所

〃 俵　　　　　透 山陽工業㈱一級建築士事務所

〃 山　根　見　德 ㈱シーズ一級建築士事務所

〃 髙　西　群　三 ㈱祥構造建築事務所

〃 門　谷　和　雄 ㈱竹中工務店広島一級建築士事務所

〃 立　石　光　紀 ㈲立石建築設計

〃 藤　本　誠　二 中電技術コンサルタント㈱

〃 藤　井　　　修 原設計㈱

〃 村　田　正　道 ㈱村田相互設計

〃 倉　田　洋　二 ㈲山谷建築設計事務所

監 事 二　國　則　昭 広島みらい法律事務所

〃 長谷川　善　己 さくら建築設計㈱
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総務渉外委員会
委 員 長 藤　本　誠　二 中電技術コンサルタント㈱
副 委 員 長 岡　田　治　幸 ㈲岡田建築設計事務所
委 員 村　田　正　道 ㈱村田相互設計

〃 大　旗　　　祥 大旗連合建築設計㈱
〃 迫　谷　政　則 錦建設㈱一級建築士事務所
〃 岡　田　文　夫 岡田建築設計事務所
〃 元　廣　洋　介 ㈲元廣建築設計事務所
〃 中　筋　　　匠 中国電力㈱広島営業所
〃 中　原　庄　治 広島ガス㈱

業 務 委 員 会
委 員 長 小笠原　　　聡 ㈱村田相互設計
副 委 員 長 西　隈　孝三郎 ㈱Ｋ構造研究所
委 員 若　木　健　志 ㈱ＮＳＰ設計

〃 村　井　義　範 ㈱車田建築設計事務所
〃 伊　藤　智　宏 大旗連合建築設計㈱
〃 山　本　泰　生 ㈱あい設計
〃 村　上　克　広 ㈲建築設計事務所第一工房
〃 松　岡　秀　直 ㈱松岡設計
〃 高　橋　啓　之 ㈲高橋啓之設計事務所
〃 山　谷　俊　香 ㈲山谷建築設計事務所

技 術 委 員 会
委 員 長 吉　野　康　夫 ㈱エスティー・ワイズ
副 委 員 長 大　上　信　一 ㈲池崎設計
委 員 加　藤　正　敦 ㈱ＮＴＴファシリティーズ一級建築士事務所中国支店

〃 小　田　武　彦 ㈱広島二葉積算
〃 網代木　　　学 ㈱ハジメ積算コンサルタント
〃 井　村　俊　文 ㈱アイ・シー・エム
〃 三　好　征　一 大旗連合建築設計㈱
〃 斉　藤　昌　敏 一級建築士事務所みらいプラス住宅検査
〃 森　保　直　也 ㈱ちから箱
〃 田　﨑　博　之 ＴＯＴＯ㈱中国支社
〃 竹　本　雄　治 ㈱ＬＩＸＩＬ中四国支社
〃 山　代　　　篤 ㈱総合資格広島支店

AAA広島 2017.110

謹 賀 新 年



情報・編集委員会
委 員 長 戸　梶　好　喜 ㈲ティーズ設計事務所
副 委 員 長 熊　野　弘　伸 文化シヤッター㈱中四国支店
委 員 山　下　竜　正 ㈲シグマ建築事務所

〃 藤　本　誠　二 中電技術コンサルタント㈱
〃 三　好　明　彦 大昌工芸㈱一級建築士事務所
〃 伊　藤　智　宏 大旗連合建築設計㈱
〃 増　本　泰　成 ㈱砂原組一級建築士事務所
〃 中　本　宗　史 ㈱教育施設研究所広島事務所
〃 山　根　見　德 ㈱シーズ一級建築士事務所
〃 渡　邉　良　一 渡辺建築環境せっけい
〃 藤　岡　良　造 藤岡建築設計室
〃 中　崎　隆　之 美和ロック㈱広島営業所
〃 桟　敷　重　和 日本住宅パネル工業協同組合西日本支所広島営業所

会員交流委員会
委 員 長 俵　　　　　透 山陽工業㈱一級建築士事務所
副 委 員 長 土　居　一　憲 ㈱オービット設計
委 員 成　平　光　浩 大和リース㈱広島支店一級建築士事務所

〃 本　田　哲　也 ㈱鈴木工務店一級建築士事務所
〃 梅　田　一　成 梅田㈱
〃 松　永　高　雄 大光電機㈱広島営業所
〃 塚　本　　　将 エスケー化研㈱広島支店

教 育 委 員 会
委 員 長 平　岡　克　己 ㈲平岡建築設計事務所
副 委 員 長 髙　田　宏　幸 ㈲アークス
委 員 田　村　幸　男 田村設計事務所

〃 山　部　浩　和 ㈱広島建築住宅センター
〃 亀　岡　　　章 ㈲ハウス・エンジェル建築設計事務所
〃 髙　志　俊　明 ㈲アルキプラス建築事務所
〃 米　田　雅　治 米田雅治建築設計事務所
〃 米　丸　剛　司 開原総合設計事務所
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都市環境委員会
委 員 長 古　田　　　均 アーキフラム設計事務所㈱

副 委 員 長 大　倉　將　裕 ㈱ニッテイ建築設計中・四国事務所

委 員 垂　井　俊　郎 ＣＡＦ垂井俊郎建築設計事務所

〃 福　山　雅　也 アクア建築設計㈱

〃 木　下　和　夫 ㈲創造建築設計社

〃 粟　根　一　幸 粟根建設㈱一級建築士設計事務所

〃 倉　田　洋　二 ㈲山谷建築設計事務所

住 宅 委 員 会
委 員 長 高　橋　幸　子 ｎｅｓｔ

副 委 員 長 立　石　光　紀 ㈲立石建築設計

委 員 髙　志　俊　明 ㈲アルキプラス建築事務所

〃 佐　伯　博　章 ㈱地域総合設計

〃 溝　口　健　二 ㈲溝口健二建築設計室

〃 長　尾　浩　士 ㈱ヒロプランニング一級建築士事務所

〃 苗　村　淳　子 ㈲アサヒ建築設計事務所

〃 千　原　康　弘 Ｃ＆Ｃ　ＤＥＳＩＧＮ　ＡＲＣＨＩＴＥＣＴ

〃 髙　田　宏　幸 ㈲アークス

〃 川　端　順　也 一級建築士事務所Ｐｌｅａｓａｎｔ　Ｄｅｓｉｇｎ

〃 粟　根　一　幸 粟根建設㈱一級建築士設計事務所

〃 平　賀　幸　壮 下岸建設㈱一級建築士事務所

〃 原　井　　　隆 原井隆建築設計事務所
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建築物耐震診断等評価委員会
委 員 長 荒　木　秀　夫 広島工業大学工学部建築工学科教授

副 委 員 長 佐　藤　立　美 広島工業大学工学部建築工学科名誉教授

〃 藤　原　誠　司 ㈱近代設計コンサルタント

委 員 高　松　隆　夫 広島工業大学工学部建築工学科教授

〃 近　藤　一　夫 元 広島大学工学研究院准教授

〃 大　田　和　彦 近畿大学工学部教授

〃 清　水　　　斉 広島工業大学工学部建築工学科教授

〃 貞　末　和　史 広島工業大学工学部建築工学科准教授

〃 金　井　三　郎 ㈱カナイ建築構造事務所

〃 髙　西　群　三 ㈱祥構造建築事務所

〃 新　谷　二　郎 大旗連合建築設計㈱

〃 清　水　保　雄 ㈲アクト建築設計事務所

〃 坂　内　英　治 ㈱ＳＡＫＡ建築構造

〃 浜　口　修　也 ㈱車田建築設計事務所

〃 赤　尾　敦　司 ㈱村田相互設計

〃 垣　本　章　博 ㈱Ｋ構造研究所

指 導 委 員 会
委 員 長 立　石　光　紀 ㈲立石建築設計

副 委 員 長 髙　志　俊　明 ㈲アルキプラス建築事務所

委 員 川　西　和　彦 ㈲川西建築設計事務所

〃 益　本　隆　春 エム・オー建築設計事務所

〃 西　原　博　幸 ㈱ひろしま建築企画

〃 宮　本　樹代久 ㈱宮本都市アークズ

倫 理 委 員 会
委 員 長 衣　笠　准　一 ㈱近代設計コンサルタント

委 員 車　田　　　聡 ㈱車田建築設計事務所

〃 宮　本　樹代久 ㈱宮本都市アークズ

〃 井　川　博　英 清水建設㈱広島支店一級建築士事務所

〃 河　原　直　己 （一社）広島県建築士事務所協会
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情報・編集委員会　青年部会
部 会 長 熊　野　弘　伸 文化シヤッター㈱中四国支店

副 部 会 長 戎　屋　和　佳 ㈱ＮＳＰ設計

部 会 員 高　橋　智　彦 大旗連合建築設計㈱

〃 濱　守　貴　之 ㈱あい設計

〃 渋　谷　和　正 ㈱渋谷設計

〃 橋　本　源　基 ㈱大林組広島支店一級建築士事務所

〃 井　原　　　直 清水建設㈱広島支店一級建築士事務所

〃 藤　井　真　弓 ㈱フジタ広島支店一級建築士事務所

〃 伊　丹　仁　志 大光電機㈱広島営業所

〃 畑　　　稔　大 美和ロック㈱広島営業所

会員交流委員会　賛助会員部会
部 会 長 梅　田　一　成 梅田㈱ 第３分科会

副 部 会 長 中　山　隆　司 ㈱石﨑本店 第１分科会

〃 熊　野　弘　伸 文化シヤッター㈱中四国支店 第６分科会

委 員 山　口　健司郎 ＹＫＫ　ＡＰ㈱中国支社 第１分科会

〃 中　村　文　保 ㈱フォーデック 第１分科会

〃 瀧　内　義　之 ㈱広島三友 第２分科会

〃 南　　　宏　行 タニコー㈱広島営業所 第２分科会

〃 加　川　順　一 ＳＧエンジニアリング㈱ 第３分科会

〃 塚　本　　　将 エスケー化研㈱広島支店 第３分科会

〃 田　﨑　博　之 ＴＯＴＯ㈱中国支社 第４分科会

〃 山　下　忠　明 ㈱日立ビルシステム中国支社 第４分科会

〃 野　村　正　範 ㈱中建日報社 第５分科会

〃 安　藤　仁　人 ジャパンパイル㈱広島支店 第５分科会

〃 松　永　高　雄 大光電機㈱広島営業所 第６分科会

〃 中　原　庄　治 広島ガス㈱ 第６分科会

〃 奥　山　　　光 日本ドアーチェック製造㈱広島営業所 第７分科会

〃 竹　本　雄　治 ㈱ＬＩＸＩＬ中四国支社 第７分科会
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住宅委員会　マンション計画修繕部会 
部 会 長 奥河内　博　夫 テクシード コンクリート診断センター

副 部 会 長 山　下　竜　正 ㈲シグマ建築事務所

部 会 員 長　崎　邦　彦 ㈱長崎塗装店一級建築士事務所

〃 土　居　一　憲 ㈱オービット設計

〃 立　石　光　紀 ㈲立石建築設計

〃 宇津森　　　大 アクア建築設計㈱

〃 粟　根　一　幸 粟根建設㈱一級建築士設計事務所

〃 佐々木　　　聡 ㈱サンゼオン
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輝かしい新春を迎え
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お祈り申し上げます
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平成29年　元旦

平成 29 年元旦

システムを売る建材の専門商社

広島支店
広島県安芸郡坂町北新地４丁目２番30号
東部流通団地
Tel（082）885-3411　Fax（082）885-3400
本　社／尾道　支店／尾道・福山
営業所／松山・三原・岡山・山陰・備北
　　　　山口・鳥取・東京

エスケー化研株式会社
広 島 支 店

〒731-5161
広島市佐伯区五日市港２丁目１-５

ＴＥＬ 082-943-5043
ＦＡＸ 082-943-5036
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㈲岡田建築設計事務所
〒728-0006
広島県三次市畠敷町 1106 番地 1

ＴＥＬ 0824-63-4306
ＦＡＸ 0824-63-4314

岡田建築設計事務所

建築設計・監理
一級建築士事務所

岡　田　文　夫
〒725-0022　広島県竹原市本町三丁目３番９号

ＴＥＬ（０８４６） ２２ － ０８５７
ＦＡＸ（０８４６） ２２ － ９８２０
E-mail : fumisan@lime.ocn .ne . jp
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輝かしい新春を迎え

謹んで皆様のご多幸を

お祈り申し上げます

平成29年　元旦

株式会社 車田建築設計事務所
代表取締役 車田　聡

〒730-0051
広島市中区大手町２－５－11

ＴＥＬ 082-247-3434
ＦＡＸ 082-244-3594
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平成29年　元旦

執 行 役 員
中国支店長 大 下 哲 則

株式会社
シーズ一級建築士事務所
〒729-0417
三原市本郷南１－13－23
ＴＥＬ 0848-85-0225
ＦＡＸ 0848-85-0226

〒730-8542
広島市中区上八丁堀４番１号

ＴＥＬ 082-511-7900
ＦＡＸ 082-511-7915

広島支店
〒732-0825
広島市南区金屋町2-15
　　ＫＤＸ広島ビル6Ｆ
　　ＴＥＬ082-261-1191
　　ＦＡＸ082-261-1195
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大和重工㈱ 広島営業所

〒733-0833
広島市西区商工センター８－12－34

ＴＥＬ 082-279-6626
ＦＡＸ 082-279-6627
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TOTO株式会社　中国支社

〒734-0014
広島市南区宇品西４－１－36

支社長 岩　﨑　　亨
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TEL082-299-5661　FAX082-923-0300

株式会社東建ジオテック 広島支店
地質調査　建設コンサルタント　測量

〒731-5128
広島市佐伯区五日市中央 3-10-7

支店長　平 本 和 則

人と自然との調和

営業種目／総合建設業（国土交通大臣許可）
　　　　　一級建築士事務所　宅地建物取引業
本社 広島市中区国泰寺町二丁目５番４号

TEL (082)243-2611　FAX (082)243-0522
URL http://www.str-nishiki.co.jp 

代表取締役会長 迫　谷　富　三

迫　谷　浩　司代表取締役社長

錦建設株式会社

 

 

 

 
 

 
 

 
 
 

 

 

 

謹賀新年 
平成 29 年元旦

 
荷物用エレベーター 

日本運搬機械株式会社 
広島県福山市卸町１５番１６号 

TEL       084-954-2551 

FAX 084-953-7793 

URL       http://www.nichiun.co.jp 

営業所/ 広島・神戸 

 

株式会社 ひろしま建築企画

〒730-0847
広島市中区舟入南３丁目１番27号

ＴＥＬ （082）293-2618
ＦＡＸ （082）293-2627
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株式会社 松岡製作所
代表取締役 松岡 幹太郎

〒733-0833
広島市西区商工センター８－９－33

ＴＥＬ （082）277-2571
ＦＡＸ （082）277-2789
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平成29年　元旦 平成29年　元旦

YKK AP 株式会社 中国支社

〒732-0802
広島市南区大州５丁目1－10

ＴＥＬ 082－287－2227
ＦＡＸ 082－286－5534

法人設立４０周年

事務局職員一同

平成 29 年　元旦

(一社)広島県建築士事務所協会

中四国支社
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＜月　間　行　事＞

 平成28年12月1日～平成28年12月31日　

⃝12月2日　　日事連全国会長会議
　　　　　　　日事政研政経フォーラム　　　於：銀座東武ホテル 小西会長・車田政研幹事長出席

⃝12月7日　　広島県消費生活課建築相談　　於：広島県生活センター 苗村住宅委員出席

⃝12月8日　　住宅委員会
　　　　　　　情報・編集委員会
⃝12月10日　　顧問懇談会
　　　　　　　　　於：リーガロイヤルホテル広島 顧問３名・協会１３名・政経１２名出席

⃝12月11日　　建築物耐震診断等評価委員会
⃝12月13日　　相談役会　　於：メルパルク広島 相談役３名・協会６名出席

⃝12月14日　　地域産材を活用した木造建築物の許容応力度設計講座第６回
　　　　　　　 　　 於：建築サロン 17名出席

⃝12月14日　　技術委員会
⃝12月15日　　賛助会員部会
⃝12月16日　　マンション計画修繕部会
⃝12月19日　　都市環境委員会
⃝12月20日　　ゆざき知事を囲む県政懇談勉強会2016年12月度　　
　　　　　　　　　於：ホテルグランヴィア広島 小西会長出席

⃝12月22日　　広島市住宅相談　　　　　　　於：広島市役所 立石指導委員長出席

⃝12月24日　　建築物耐震診断等評価委員会

＜ 今 後 の 行 事 予 定 ＞
⃝1月11日　　新年互礼会
⃝1月18日　　地域産材を活用した木造建築物の許容応力度設計講座第7回
⃝1月31日　　工事監理指針 平成28年版講習会（建築）　　　（一社）公共建築協会
　2月1日　　工事監理指針 平成28年版講習会（電気設備）　（一社）公共建築協会
　2月2日　　工事監理指針 平成28年版講習会（機械設備）　（一社）公共建築協会
⃝2月3日　　協会親睦ボウリング大会
⃝2月8日　　地域産材を活用した木造建築物の許容応力度設計講座第8回
⃝2月10日　　正副委員長会議
⃝2月22日　　第7回建築士事務所とつくるこだわりの建築展
⃝2月23日　　管理建築士講習
⃝2月24日　　三役会・理事会
⃝2月26日　　第12回広島住まいづくりセミナー
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広島県木造住宅生産体制強化推進協議会からの誘いで
平成28年11月21日から22日まで第28回木造住宅フォーラ
ムに参加しました。その模様を報告いたします。

11月21日午前7時の新幹線で広島駅を出発し、新大阪か
ら伊丹空港へ、伊丹から花巻空港着。JRで紫波中央駅着
で会場入りしました。

フォーラムは岩手県紫波郡紫波（しわ）町オガールプ
ラザ大ホールで行われました。参加者は約120名、学生も
20名ほどいました。

最初に15分くらいずつ国土交通省・林野庁・住宅支援
機構等による施策説明がありました。続いて岩手の省エ
ネ住宅の取り組みについて、循環型まちづくり、エネル
ギーステーション、紫波型エコハウスについての説明が
あり、このプロジェクトの中枢におられた岡崎さんと竹
内さんのトークもありました。

紫波町内のエコハウスは年間の暖房エネルギー消費量
を48kw/㎡以下に抑えるルールを作っているそうです。
この数字は紫波（しわ）に引っ掛け48としたそうです。

また２つの施工会社が参加して、施工例や取り組みに
ついて説明がありました。

ところで「オガール」とは「成長」を意味する紫波の
方言「おがる」と仏語の「駅」を意味する「Gare（ガー
ル）」を組み合わせた造語だそうです。

紫波町は盛岡のベッドタウンで駅を降りると北西方向
に住宅地が広がっていました。

オガールプロジェクトというのは一言で言えば駅前の
眠っていた土地を開発するというプロジェクトですがそ
のすごいところは補助金を頼らずに公民連携によりス
ピード感を持って作られていったことです。

町民一人一人が参加した参加型であること。現在のオ
ガールプラザの稼働率はほぼ100%に近いと後からスタッ
フの方に聞きました。箱物は作ったけどほとんど使われ
ていないということはよく聞き、見る話だけど使われる
には使われる意識改革と努力があるようでした。

第28回木造住宅フォーラムに参加して

住宅委員会委員　苗村　淳子

紫波中央駅前

オガールプラザ外観

オガールプロジェクトの模型
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詳しくは「町の未来をこの手でつくる」猪谷千香著幻
冬舎発行を一読いただくと理解できると思います。

夕方より宿泊施設のオガールインのレストランで懇親
会があり、70名が参加しました。

メニューは野菜いっぱいの郷土料理。汁物もとてもお
いしかったです！

幸いにも話してみたかった岡崎正信さんと話すことが
できました。ヘルシンキ近くのヴィーッキというエコタ
ウンの話・ヘルシンキ市役所に勤めていた吉崎さんとい
う方の話など少し聞かせてもらいました。とても興味深
かったです。

翌11月22日は、ちょっと早起きして散歩を兼ねてエコ
タウンの建設中の住宅街を見て回りました。６時半なの
にもう現場に来て土台に防腐剤を塗布されていました。
昨日講演をされた施工会社の方のお父さんでした。柱は
全て12㎝角が使ってあり、基礎は内側・外側両方に断熱
材が入っていました。

午前８時半に集合してマイクロバス３台で原木を見に
行きました。25年の木、50年の木、100年の木とあり、そ
の木が80年で生育が止まる、200年まで生育する木とある
そうでそれを見極めるのは木の肌だと担当者が説明して
くれました。残したい木には赤いテープが巻かれていま
した。

その後木材協同組合の木材集積場・製材所を見まし
た。最近は木材の買い付けはネットだそうです。１本１
本写真を載せて登録した買い付け人が買うのだそうで
す。製材所で丸太が製材されていく過程を見ました。製
材された残りは写真のように木質チップに加工されます。

それからオガールプラザに戻り地域熱供給エネルギー
ステーションの説明を受けました。エコ住宅の敷地の部
分には地下に下の写真のような温水を通す管が埋設され
ていました。温水
は各戸の熱交換器
で交換して使われ
ています。この温
水 を 作 る エ ネ ル
ギ ー と し て 木 質
チップが利用され
ています。

オガールプロジェクトの本

間を１列間引いた50年の木

木材集積場風景

木質チップ作る機械

地下に埋設されている温水の管
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次にエコハウスのショールームを案内されました。
サッシはトリプルサッシが使われていました。ドイツ製
の枠が木製のものは枠にも結露がないそうです。

実際に扉を開けてみると少し重かったです。

最後に町役場に移動。役場内の説明を受けました。３
階建て役場は工事費削減のため木造、但し防災のため中
央の階段・水回り部分のみRC 造で建てられています。

こうやって１泊２日の意義あるフォーラム参加は私の
記憶に残されました。

エコハウスのモデル住宅

議場は火災の時の燃え代を考慮して
大きな木柱となっている。

1階の町民福祉課風景
紫波町役場庁舎

エコハウスの建物断面模型
屋根厚300・外壁厚200の
断熱材入り

トリプルサッシ　日本製
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　私とお酒との出会いは、同時に建築との出会いでもあったと思います。
大学の建築工学科に入学したのをきっかけに、建築への道を志すこととなりますが、それまでは、建
築（建物など）に対して特に興味があったわけではなく、たまたま建築工学科に受かったから、とい
うのが全てのはじまりです。
　お酒との出会いは、下宿先での新入生歓迎会でのこと、ハタチになる前に初めて口にしたビールの
味は、想像していたほど苦くなく、「これなら飲めるかも！」と感じたことを覚えています・・・。
　あれから28年、建築に対していろいろな想いを巡らせ、それと同じだけビールが体内をかけめぐ
り、まさに二人三脚？でここまできたと思います。

＃1・・・学生時代に出会った心地よい空間
　　「夜、人が集まるところにお酒あり・・・。」
　夕方、サラリーマンやＯＬが行きかう通りの中、設営の準備をはじめます。皿洗い用の水汲み、発
電機を起動させて灯りをともし、長椅子を降ろしてビニルシートで囲い、仮設テーブルと丸椅子を並
べます。味付けは関東風だったと記憶していますが、店主であるおじさんがネタを仕込んで準備完
了。はじめて見たおでんの屋台は、学生である私にとって全てが新鮮で、刺激的で、とても魅力ある
ものでした。研究室のゼミの後、ふと立ち寄ったのをきっかけに、私の屋台通いがはじまり、気づく
といつの間にか屋台の中に入って切り盛りするようになっていました。夜７時から深夜１時頃まで手
伝って、アルバイト代として確か１万円をもらっていました。
　ここに集まる人は職種も様々、それぞれの生活があり、その日の出来事を、喜怒哀楽を、そっとはき
だしていきます。この瞬間が好きで、なぜかこの空間がとても心地よく感じられたのを覚えています。

＃2・・・ながらの友、ビール
　日本酒、焼酎、ウイスキー、スコッチ・・・、多々あるお酒の中で、好んで飲むのは日本酒です。
いまでも就寝前にはコップ一杯の日本酒を寝酒として飲んでいます。
　休日の午後を心地よく過ごすには、ビールは欠かせません。私にとって、ながらの友です。
音楽を聴きながら、本を読みながら、考えごとをしながら、この原稿を書きながら・・・。
イマジネーションを豊かにし、ちょっとだけハイな気分になって、リラックスした心持ちでいられま
す。フランスでは昼間からワインを飲むという習慣があるようですが、それに近いものがあると言っ
てしまえば、納得していただけるのではないでしょうか。

アクア建築設計株式会社
福山　雅也　

座右の名：「筋を通せば道は開ける」
　　　　　�斎藤孝先生の著書に心を突き動かされ、それ以来その本のタイトルが私にとって大事な言

葉となりました。
好きな分野：建築史（西洋建築）
好きな建築家：ミース・ファン・デル・ローエ
好きな建物：バルセロナ・パヴィリオン
好きな作家：宮本　輝、荻原　浩
趣味：読書（主に通勤時、移動時）

第139回
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＃3・・・飲むシチュエーション
　最近、お酒の飲み方が以前とは少し変わってきた気がします。特に意識しているわけではないのです
が、その時のシチュエーションを大事にしています。量があまり飲めなくなってきたからでしょうか。
　先日、久し振りに学生時代の友人と再会しました。おでん屋台で一緒に飲んだ親友です。
その彼と二人（つまりおじさん二人）で１時間30分くらい長い列に並びました。
やっとたどり着いたスカイツリーの天望デッキ、ここからの眺めに気分も爽快。
もちろん、ここでもながらの友をチョイス。立ち疲れした脚のつま先にまで染みわたる感覚。
学生時代を過ごした都会を見下ろし、友との思い出を懐かしみ・・・。
またひとつ、忘れられない１杯となりました。

  
＃4・・・お気に入りご紹介
　「吉田類の酒場放浪記」。つまり、居酒屋を巡り、お酒とお店自慢のおつまみを楽しむというＢＳテ
レビ番組です。何が面白いというわけではないのですが、つい見てしまいます。
　最後に、私のお気に入りのお店をご紹介します。「ゴールデン・ガーデン」というビール専門店で
す。日替わりのお勧めビールをいただくこともできるのですが、その日の気分で、こういうのが飲み
たいなあ、と言えばお店の方がセレクトしてくれます。私の場合、疲れた時は黒ビールを注文しま
す。１杯あたりの単価が決して安くはないので、たまにしか行きませんが・・・。
　アリスガーデン近くのビルの２階にありますので、ビール好きの方はのぞいてみてください。

ゴールデン・ガーデン

東京スカイツリー 展望デッキ
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　お気に入り。色々ありますが、昔から好きな食べ物のひとつに「日本そば」があります。

　駅などに立ち食いそば屋などがあれば、あまり空腹でない時でもついつい食べてしまいますし、も

ちろん街のそば屋さんにも行きます。

　しかしこの「そば」少々高い。美味しい店ほど量が少なくそして高い（あくまで主観です、例外が

あるかもしれません。）お小遣い制の人間にはなかなか好きな時に好きなだけとはいきません。

　それならばいっそ自分で打てばいいや!!　というわけで、豊平町にあるそば教室に何度か通い、その

後は趣味として週末に打っては自宅で食べております。

　　　　　　　　　　　　　

　このそば打ち。いざやってみるとなかなかなかなか奥が深いもので、そ

ば粉の乾燥具合や水の分量、生地とのなじませ加減などが少し異なるだけ

で出来がりは違った物になりますし、なかなか思い通りには仕上がってく

れません。

　それでも慣れというものは馬鹿にはできないもので、自己流にしろ、回

数を重ねるとまあ食べられるレベルのものが出来上がるようにはなってき

ました。

　　　　　　　　　　　　　

　そうなると、誰かに食べさせたくなるもので、家族→親戚と振舞ってい

る内に、いつの間にか身内に年越しそばを打って配るのが、年末の恒例行

事になってしまいました。

積水樹脂　株式会社

　　　近藤　大輔
座右の銘：明日は明日の風が吹く

好きな作家：司馬遼太郎など

趣味：釣り・野球観戦（カープ）・映画鑑賞など

第71回

好物は自産自消
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私の
お気に
入り

  「私のお気に入り」は、協会ホームページ内（http://www.ha-aaa.jp）の「京口門日記」に
　カラー版を掲載しております。



　これがなかなか骨が折れ、手持ちの家庭用の道具では一度に打てる量にも限度があり、ここ何年か

大晦日は１日中そばを打ってます。（生そばは日持ちがしません。当日消費が基本ですので。）

　･･･何の因果でこんな事などと愚痴を言いながらも、ぼちぼち楽しみながら打っております。

この「そば」、味はもちろんですが、健康にも良い食品だそうです。そばに多く含まれるルチンは動

脈硬化の予防や血圧を下げる効果があるといわれております。また、お酒を飲む機会の多い方にはビ

タミン群の豊富なそばは、肝機能の保護、二日酔い予防に効果的だそうです。また食物繊維を多く含

み、女性の美容にもお勧めです。

　これからまだまだ寒い冬はつづきます。あたたかい「そば」が特に美味しい季節になります。一口

すすってほっと一息。皆様も一杯いかがでしょうか？

※最後に豆知識を一つ。スーパーなどで干麺/生麺いずれにしろ、「そば麺」を買われることがあれば

裏面の原材料欄を読んで見てください。原材料の表示は重量比で多い順に表示されるのが基本です。

小麦粉・そば粉･･･の順に表示されている場合はそば粉よりも小麦粉のほうが多いという事になりま

す。平たくいってしまえば黒いうどん･･･まぁ私自身は別に気にせず買いますし食べます。うどんやひ

やむぎも美味しいものです。

最後に少々脱線しましたが、以上です。
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訃報
　 当協会相談役の直井稔征氏（㈱近代設計コンサルタント　相談役）が11月24日にご逝去されました。

謹んでお悔やみ申し上げます。

 正会員
事 務 所 名 所　在　地 開　設　者 管理建築士 ＴＥＬ

ＦＡＸ

㈱スマイクホーム二級建築士事務所
〒731-0137
広島市安佐南区山本
1－5－7

大石　剛史 大石　剛史
（082）    
850-3866
（082）    
874-7723

 　　　　　　　　　　　　　　 広島市を中心に戸建住宅の設計・販売
　　　　　　　　　　　　　　中古住宅のリノベーションを行っています。
　　　　　　　　　　　　　　 どうぞ宜しくお願いします。
　　　　　　　　　　　　　　ＨＰ：http://sumaiku-home.co.jp　　　
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編　集　後　記

皆様、新年明けましておめでとうございます

皆様方におかれましてはつつがなく新しい年をお迎えのこととお慶び申し上げます。

この度初めて編集後記を担当させていただきました。新年最初の会報という事もあり、とにかく明

るい内容にしたいと思い少し話題を探っていると「建設業の2017年問題」という明るくなさそうな単

語が目についてしまいました。内容は「社会保険加入率低」「慢性的な人手不足」「労働者の高齢化」

「若年入職者減」等、案の定明るくない内容でした。

これらを鵜呑みにすると私達をとりまく環境は厳しいものと思わせられます。しかし率直に思った

のは、この問題は今に始まったことではなく、皆様方におかれましてはこの状況を打破するべく常日

頃から尽力されていることと思います。その積み重ねの結果、何年後になるかはわかりませんが、こ

のように問題として取り上げられるのではなく、明るいニュースを発信し続ける業界になれば良いな

と新年一番思いました。

私もこの業界に入ってまだ年数が浅い素人同然ですが、少しでも力になれるよう頑張りたいと思い

ます。

「新年早々なぜ暗い話題について書いたのか」と炎上するかもしれませんが、その時は初火の出と

いう事でご容赦ください。

2017年が皆様にとって素晴らしい年になる事をお祈り申し上げます。

 中　本　宗　史　 　　

一般社団法人　広島県建築士事務所協会
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